
津波避難場所
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これからは、警戒レベル 4避難指示で

危険な場所から全員避難しましょう。

七
ヶ
浜
町

①
津
波
の
怖
さ
を
知
る

②
地
震
・
津
波
か
ら
身
を
守
る

地震・津波時の行動 津波の特徴

繰り返し来る 予兆がなくても来る

津波の発生 津波の伝わる速さと高さ
　海底下で大きな地震が発生
すると、海底に上下方向のず
れが現れます。
このとき海面が大きく動い
て、大きな波となって四方八
方に伝わるものを津波といい
ます。

津波は繰り返しやってき
ます。一度引いたからと
いって沿岸へ戻るのは大変
危険です。

津波の予兆として引き潮
がよく挙げられています
が、必ずしもそうではな
く、引き潮がなくても津波
は来ます。

津波は、海が深いほど速く
伝わります。沖合ではジェッ
ト機ほどの速さで波が伝わり
ます。水深が浅くなるほど遅
く伝わるため、津波が陸地に
近付くにつれ、減速した波の
前方部に後方部が追いつくこ
とで波高が高くなります。

地震による
地殻変動

断層運動（地震）

津波の伝幡

津波の襲来

津波フラッグ

「津波フラッグ」は津波警報等（大津波警報、津波警報、
津波注意報）が発表されたことをお知らせする旗です。

　「津波フラッグ」を用いることで、聴覚に障害をお持ちの方
や、波音や風で音が聞き取りにくい遊泳中の方などにも津波警
報等の発表をお知らせできます。海水浴場や海岸付近で津波フ
ラッグを見かけたら、速やかに避難を開始してください。

海から離れて
高いところへ！

■落ち着いて。でも急いで避難！
■自分から率先して避難を開始！
■遠い場所よりも高い場所（建物）へ！

津波から身を守るために
■津波が来た！ からでは間に合わない！
■やむを得ず車を使う場合は避難場所ではなく
　 津波の浸水想定区域外へ避難！

いつ使われる？
津波警報など※の発表時 海水浴場など

どこで使われる？ 見かけたら？

波音や風で音が聞き取り
づらいため、旗で視覚的に伝達

すぐに海から離れ、
高台などへ避難

※大津波警報・津波警報・
津波注意報

津波フラッグは避難の合図

高いところへにげて！

北海道・三陸沖後発地震注意情報
　「北海道・三陸沖後発地震注意情報」は、2022年12月か
ら運用開始されました。
　日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域とそ

れに影響を与える外側のエリアでモーメントマグニ
チュード（Mw）７以上の地震（先発地震）が発生した場合
に発信されます。

地震・津波に備えを！

水深

5000ｍ

時速
800km

時速
250km

時速
110km

速時速
36km

500ｍ 100ｍ 1010ｍ

続いて巨大地震が発生する
可能性があります！

すぐに避難できる
態勢の準備を！

一度発生すると
その周辺で続いて
大きな地震が発生
することがあります。

M7以上の
地震発生で

注意情報が発信
されます。

情報が発信されたら
備えの再確認と
すぐに避難できる
態勢の準備を！

●非常持出品の常時携帯

●日頃からの備えの再確認

●想定されるリスクから身の安全の確保

●緊急情報の取得態勢
　の確保

●すぐに逃げ出せる
態勢での就寝　

千
島
海
溝

日
本
海
溝

M7以上の大地震が起きたら…

東日本大震災東日東東東日本東日本
のときはとのと

3月9日
M7.3

3月11日

M9.0
続いて
発生

SNS

ホームページ

ニュースサイトニュースサイト

ラジオ インターネット
枕元に靴等を
置いて寝る

警戒レベル 避難情報等 状　況
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〈警戒レベル4までに必ず避難！〉

緊急
安全確保

避難指示

高齢者等
避難

大雨・洪水
注意報
早期

注意情報

避難情報について

避難指示で必ず避難！

警戒レベル 5は、
すでに安全な避難ができず
命が危険な状況です。

避難勧告は廃止

避難に時間のかかる
高齢者や障害のある人

警戒レベル 5緊急安全確保の発令を

待ってはいけません！

警戒レベル 3高齢者等避難で

危険な場所から避難しましょう。

警戒
レベル

警戒
レベル

警戒
レベル

警戒
レベル

警戒
レベル

情報で備えを！
（北海道・三陸沖後発地震注意情報）

よく見るあのマークは？

拠点避難所

避難誘導標識を確認しましょう
　町では、津波避難場所などの方向や距離を示す「避難誘導標識」を設置してい
ますので、万一の津波災害に備え、日ごろから確認しておきましょう。

避難の際は設置されている表示板を参考に！
※このほか随時、
避難所・避難場
所標識や避難経
路案内図、津波
警告標識等の看
板を設置する予
定です。

津波避難場所への誘
導方向を示す表示板

指定避難場所を示す
表示板

災害の
おそれ高い

災害の
おそれあり

災害発生又
は切迫

今後気象状況
悪化のおそれ

気象状況
悪化

命の危険
直ちに安全確保!

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動
を確認

災害への心構えを
高める

住民の皆さんが
取るべき行動

・乗車中の自動車を置いて避難するときは、道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止め、エンジン
キーはつけたままにし、窓を閉め、ドアはロックしないようにしましょう。 　　　

・まずは地震による落下物などから身を守りましょう。
・安全が確保出来たら火の元を確認！
・大きな地震の後はテレビなどで津波の情報を収集！
・長くゆっくりとした揺れを感じたら津波警報などがでる前に避難開始！
　　　

・津波警報解除まで自宅などには戻ってはいけません。
・津波は繰り返し襲ってきて、第１波よりも第２波、第３波の方が大きくなるこ
　ともあります。

・津波警報などが発表されたらすぐに避難開始！（津波は猛スピードで襲って
　きます！）
・周りの人にも声をかけあって、率先して避難！
・原則徒歩で避難を！（車での避難は渋滞などに巻き込まれ、逃げ遅れてしま
　う可能性があります。）

・自宅が津波被害にあった場合は、確認にとどめ、指定避難所、知人宅などに
避難しましょう。

※自宅が新耐震基準を満たしていない場合はその後の地震に注意し、異常が 
   ある場合は避難所などに避難しましょう。

１. 地震から身を守る

４. 避難所などへ避難

２. 津波避難場所に避難

３. 避難場所に留まる

津波警報などが発表！

避難場所へ避難完了

津波警報が注意報に

まず低く 頭を守り 動かない

DROP！ COVER！ HOLD！

③
情
報
の
収
集

④
津
波
に
備
え
る

⑤
避
難
施
設
一
覧

津波に備える避難施設について

備蓄について

普段からできる食品の備蓄方法

●災害により家屋等に被害を受けた方、被害を受けるおそ
れがある方が一定期間の避難生活をする施設
●地域防災計画により、地区の避難所として地区公民分
館等を地域ごとに設定

避
難
施
設

指定避難所

●自家発電設備や資機材・備蓄食料を確保し、指定避難
所と連携した長期的な避難に対応した施設
●防災拠点エリア内の小中学校等の公共施設を設定

拠点避難所

●災害がおさまるまで一時的に待機する場所
●「安全な高台」の広場や公園等を設定
　【一時避難場所】自主防災組織等の取り決めにより決定
　【指定避難場所】地域防災計画により設定

避難場所

わたし わたし

　日頃の買い物の中で少し余
分に買って置いておく。これだ
けで災害時の備えになります。

　ご自宅の中でもどこが被災
するかは分かりません。1箇所
にまとめておくのではなく、
分かる範囲で分散して置くと
様々な状況に対応できます。

日頃からの
さりげない備蓄

分散して置く

　津波から身を守るためには、日頃からの備えも大切です。家族全員で取り組み、一人ひとりが津波に備えることで、バラバラに避難
しても全員が安全に避難することができます。

　災害時は支援物資がすぐに届きません。上階への垂直避難を
行うなど自宅で避難しなければいけない場合に備えて、家族で
1 週間過ごせる量の物資を備蓄しておきましょう。ローリングストック法（蓄える→食べる→補充することを

繰り返しながら一定量の食品が備蓄されている状態を保つ）

非常持出品の例

ハザード
マップを
確認

避難先はまず
避難場所！
次に避難所

原則徒歩で避難！
※車での避難は
　危険が伴います。

避難場所
を確認

非常持出品
・備蓄品の
準備

防災訓練に
参加

飲食料品や
電池などは
定期的に交換！

周りの人にも
声をかけて
積極的に参加！

持ち出しやすい
ようにリュック
につめよう！

○
○
公
園

自主防災会などが
実施する訓練に
参加しよう！

●飲料水（500mLペットボトル2本）　　　　　 
●おくすり手帳　　　　　　　　　　　　　　　　
●非常食（乾パンなど）　　　　　　　　　　　　
●携帯電話用充電器（モバイルバッテリー）　　　
●懐中電灯　　●身分証明書（運転免許証など） 

水水

集合場所を事前に
決めておこう！

●医薬品（常備薬）
●感染症対策（マスクなど）
●携帯ラジオ
●雨具（レインコート）
●貴重品など　　

補充する

・非常食
・日常食品
・持ち歩き用品

ローリングストック

食べる
蓄える

避難場所・
避難経路は事前に
確認しておこう！

地震・津波情報を収集する

安否確認の方法防災情報の入手

テレビ

テレビ

ラジオ

インターネット広報車・防災行政無線

津波フラッグ 携帯電話・スマートフォン

　すぐに避難するためには、いち早く情報を集める
必要があります。テレビやラジオ、インターネットな
ど様々な手段を使って情報を集めましょう。

すぐ にげて

〇〇〇〇
〇〇〇〇

〇〇〇〇
〇〇〇〇

〇〇〇〇
〇〇〇〇

〇〇〇〇
〇〇〇〇

　各放送局やリモコン
のｄボタンから災害情
報を確認できます。

　七ヶ浜町や気象庁
などのホームページか
ら災害情報を確認でき
ます。

　緊急速報メールや
宮城県防災ツイッター
で災害情報を確認で
きます。

　海水浴場や海岸付
近で津波警報などをお
知らせします。避難の
合図です！

　地震の後サイレンが
聞こえたら危険な状況
です。すぐに避難の準
備を！

毎月1日と15日に体験
ができますので、練習し
てみましょう!災害時に
は各携帯会社の災害用
伝言板も利用できます。

Step.１

Step.２

Step.３

Step.４

１

１２

１ ７

伝言を録音する伝言を再生する

録音または再生する電話番号を入力

固定電話の場合、市外局番（022など）から入力
携帯電話番号でも録音・再生可能です。

災害用伝言ダイヤル

ガイダンスに従い録音または再生

(　　　　)　　　　- 022ｘｘｘｘｘｘｘ

171
各放送局やリモコンのdボタン
から災害情報を確認できます。

①テレビの電源をいれてリモコンの
「dボタン（データ放送）」を押す。
②リモコンの矢印で必要な情報に合
わせて「決定」を押す。

決定

d

dボタン

自分や相手の安否を確認する声の伝言板を活用しましょう。防災行政無線・広報車・テレビ・ラジオから確認しましょう。

●宮城県防災情報ポータル
https://miyagi-bousai.secure.force.com/

●（国）防災情報提供センター
　国土交通省が提供する防災情報。
https:/www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/

●七ヶ浜町公式ツイッター
七ヶ浜町公式ツイッター（@Shichigahama7）

では、防災情報を発信していきます。

●七ヶ浜町LINE公式アカウント
七ヶ浜町LINE公式アカウント（@shichigahama）

では、町の様々な情報を発信していきます。

津波情報の入手先

　避難先や車の中から
災害情報を確認できま
す。各ラジオ局から災害
情報等を確認できます。

・Datefm 77.1MHz（仙台）
・TBCラジオ 1260KHz（仙台）

・ＮＨＫ 宮城 第1放送
・ＮＨＫ 宮城 第2放送

●気象庁
　気象庁が提供する気象情報。
https://www.jma.go.jp

●七ヶ浜町ホームページ
https://www.shichigahama.com/

避難施設一覧
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⑨

⑩

⑪

⑫
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⑭
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⑯

⑰
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町立亦楽小学校

 町立松ヶ浜小学校

 町立汐見小学校

 町立七ヶ浜中学校

 町立向洋中学校

 生涯学習センター

 七ヶ浜国際村

アクアリーナ ※2

湊浜地区避難所

 松ヶ浜地区避難所

 菖蒲田浜地区避難所

花渕浜地区避難所

吉田浜地区コミュニティセンター

 代ヶ崎浜地区避難所

東宮浜地区交流センター

要害・御林地区避難所

 境山地区公民分館

 遠山地区避難所

 汐見台第1分館

 汐見台第2分館

 汐見台南第1集会所
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代ヶ崎浜字細田54-1

松ヶ浜字神明裏52

汐見台3丁目1-3

吉田浜字小浜7-1

遠山1丁目9-18

吉田浜字野山5-9

花渕浜字大山1-1

吉田浜字野山5-1

湊浜2丁目104-1

松ヶ浜字西原100-11

菖蒲田浜字和田51

花渕浜字五月田50-10

吉田浜字大豆沢2-3

代ヶ崎浜字立花15-1 

東宮浜字笠岩16-15

東宮浜字吉子45-1

境山2丁目5-8

遠山3丁目2-1

汐見台4丁目1-49

汐見台1丁目12-3

汐見台南1丁目2-40
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46.2 

5.2 

22.7 

34.0 

41.8 

13.8 

16.0 

9.8 

10.0 
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1.9 

3.7 

21.4 

19.3 

10.3 

5.9 

5.7 

番  

号避難所名称
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所在地
対象災害

地震津波土砂災害火災海抜（ｍ）

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42
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44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

汐見台南第2集会所

 亦楽公民分館

 笹山地区避難所

 東宮神社境内

 東宮浜児童遊園

 鳳寿寺境内

 要害児童遊園

 御林児童遊園

大木囲貝塚遺跡公園（歴史資料館）

子育て支援センター

 汐見台四丁目児童遊園

 汐見台二丁目中央公園

 境山児童遊園

 遠山・境山児童遊園

 舞鶴タウン児童公園

 北遠山児童遊園

 第1ネオポリス児童公園

遠山保育所

 湊浜児童公園

 謡児童遊園

 ソニー㈱テクノロジーセンター七ヶ浜寮

養松院境内

 諏訪神社境内

 五社明神境内

 花渕浜児童遊園

 同性寺境内

 君ヶ岡公園

 金剛寺境内

 吉田神社境内

 葦航寺境内

 多聞山毘沙門堂

 多聞山駐車場

 サッカースタジアム

 春公園

 夏公園

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

汐見台南2丁目11-1

代ヶ崎浜字細田52

笹山7-2

東宮浜字鶴ヶ湊1

東宮浜字笠岩16

東宮浜字寺島27

東宮浜字笠岩16-26

東宮浜字御林3-72付近

東宮浜字東大木

東宮浜字東兼田35ｰ10

汐見台4丁目1‐27付近

汐見台2丁目2-37付近

境山1丁目8-26付近

遠山1丁目1-22付近

遠山1丁目6-67付近

遠山3丁目7-7付近

遠山3丁目11-13付近

遠山4丁目3-15

湊浜2丁目3

松ヶ浜字謡31

松ヶ浜字浜屋敷

松ヶ浜字浜屋敷

菖蒲田浜字和田

菖蒲田浜字招又48

花渕浜字後田56

花渕浜字古舘12

吉田浜東君ヶ岡

吉田浜字寺山3

吉田浜字宮前29-1

代ヶ崎浜字影田19

代ヶ崎浜字八ヶ森

代ヶ崎浜字八ヶ森

吉田浜字野山5-9

汐見台南1丁目6-1付近

汐見台南2丁目13-1付近
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13.3 

40.6 

23.8 

10.7 

1.9 

7.6 

1.2 

13.1 

38.5 

29.0 

16.2 

11.3 

10.5 

15.9 

9.1 

6.7 

3.2 

10.1 

15.7 

13.8 

15.9 

12.5 

11.5 

11.1 

1.7 

2.2 

58.4 

11.1 

32.1 

16.3 

35.9 

43.7 

26.2 

5.7 

18.2 

番  

号避難所名称
避難場所指定避難所拠点避難所

所在地
対象災害※

地震津波土砂災害火災海抜（ｍ）

※津波欄の『×』は大津波警報・津波警報時には避難先対象外。
※2 アクアリーナは地震時には安全確認が必要となります。

非常持出品袋

2023年1月作成

津波避難場所


